



Relationship between the Impression and the change in Stress by hearing VOCALOID
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親和 30.75 38.72 -7.08***
陰気 24.43 29.99 -9.63***
明るさ 15.54 20.06 -6.87***
強さ 22.72 30.41 -11.18***
荘重 12.56 17.41 -11.79***
軽さ 14.27 9.64 13.46***
***p <.001
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（t =－7.1，p <.001）。さらに，「陰気」（t =－9.6，











「不安」（t =5.2，p <.001），「怒り」（t =3.0，
p <.01）で有意にストレス度が減少していた。
VOCALOID第二曲目聴取前後では，「抑うつ」
































抑うつ 4.99 4.59 .91
不機嫌 3.18 1.99 4.87***
不安 5.42 3.53 5.22***
怒り 2.21 1.44 3.01**







抑うつ 4.69 3.21 3.47**
不機嫌 2.50 2.40 .37
不安 4.83 3.06 4.06***
怒り 2.67 2.30 1.22








抑うつ .40 1.48 -1.90†
不機嫌 1.19 .10 3.35**
不安 1.88 1.77 .23
怒り .78 .37 1.25




































































*p <.05　**p <.01　+p <.10
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興味深い示唆を与えてくれている。春木は
VOCALOIDに1/fスペクトル傾き調整を適応
して主観評価をしたところ評価に変化があ
り，1/fスペクトル調整が歌唱合成技術に対
しても有効であったと述べている。このこと
から，VOCALOIDによる楽曲には人の声や
自然音に含まれている1/fスペクトルがその
ままでは十分に含まれておらず，そのことが
印象評定に影響を与えるとも思われる。1/f
スペクトルと心理学的変化については多くの
研究結果が示されているので，1/fが本研究
で示されたようなストレス度の変化に関する結
果に影響を与える要因の1つとも捉えられる。
一方で，VOCALOIDでは抑うつ感といっ
た抑制的なあるいは内向的なストレスが改善
されている。また，問題と目的で示したよう
に，剣持等の報告によれば，VOCALOIDは
歌手，いわば他者の感情が介在しないとされ
ており，これがVOCALOIDが好まれる一因
となっているとされている。これらを考え合
わせると，VOCALOIDを好んで聴くという
ことは他者の介在といった外向的，つまり外
へ外へという方向に感情が動くのではなく，
独自の世界へという内へ内へといった内向的
に聴取者の感情が動いているのかもしれな
い。また，他者の生の感情と向き合うよりも
自身の感情に志向性がある可能性もある。そ
のために，攻撃性などの外へ向かうストレス
ではなく，内向的なストレスに変化が認め
られた可能性も捨てきれない。この結果は
VOCALOIDを好んで聴く聴取者のパーソナ
リティー傾向，つまり生の感情・生の人間関
係が介在しないのでそれが侵襲的でなく安心
できると感じるパーソナリティー傾向にも関
連するのかもしれない。VOCALOIDへの嗜
好性とパーソナリティーの関係については今
後の検討課題となるであろう。
さらに，重回帰分析の結果，VOCALOID
を好きかどうかが軽さの印象評定に強く影
響を及ぼしているという因果関係が明らか
になった。前述したように，軽さの印象評
定はVOCALOIDにおいて強く印象づけられ
ることが明らかになっている。この事から，
VOCALOIDを好きかどうかは，VOCALID特
有の軽さを感じられているかどうかと関係す
るではないかと推察された。
加えて，パス解析の結果，人の声・
VOCALOID共に「親和」から「怒り」への
パスが認められた。この事から，外へ向か
うストレス変化にはその楽曲に対して親和
性を感じるか否かが影響している事が推察
できよう。また，人の声では「明るさ」の
印象が，「不安」や「抑うつ」といった内向
的なストレスの前後差に影響すると思われ
る。一方，VICALOIDでは，「親和」から「不
安」や「抑うつ」にもパスが認められており，
VOCALOIDに親しみを持てるかどうかの方
が影響する事がわかった。この事から，やは
りVOCALOIDOに親和性を感じた場合，抑制
的なあるいは内向的なストレスを示す不安や
抑うつに影響する事が示されたと思われる。
この事は前述した考察とも一致する。これら
より，VOCALOIDに親しみを感じた場合は，
特徴的に内向性を示すストレス度に影響が出
ると推察された。
最後に，今後の課題について述べる。本研
究は限られた年代のしかも女性のみについて
なされた調査であり，データーに偏りがある
可能性がある。よって，今後，男性のデーター
や異年齢のデーターを増やしていくことが必
要になると思われる。また，さらに，すべて
の対象者について一曲目を人の声による歌
唱，二曲目をVOCALOIDによる歌唱として
データー収集している。順番効果の可能性も
捨てきれないので，今後の課題としたい。加
えて，先に述べたようにVOCALOIDへの嗜
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好性とパーソナリティーの関係については今
後の検討課題となるであろう。
５．結　語
本研究の結果，人の声の方がVOCALOID
より全体として印象が強い傾向があると推察
された。また，ストレス度の変化においては，
人の歌声によって攻撃性を示すストレスが改
善されるのではないかと考察され，音楽の攻
撃性を軽減するという働きが効果的に発揮さ
れているのではないかと思われた。一方で，
VOCALOIDでは内向性を示すストレスが改
善されており，これはVOCALOID音楽を嗜
好するパーソナリティー傾向との関連がある
のではないかと思われた。この点については
今後の検討課題である。さらに，印象評定
とストレス度の変化との因果関係において，
VOCALOIDでは特徴的に，親和性を感じた場
合は内向性を示すストレス度に影響が出ると
推察された。
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